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取り付け・配線の前に作業の順序安全上のご注意（続き） 必ずお守りください

エアバッグの動作を妨げる場所には、取り付けや配線をしない
エアバッグが動作しなかったり、動作したエアバッグでナビゲーションや部品が飛ばされ、
死亡事故の原因となります。車両メーカー・カーディーラーに注意事項を確認してから	
作業を行ってください。

取り付けやアース配線に、車の保安部品＊を使わない
制御不能や発火、交通事故の原因となります。
＊ ステアリング、ブレーキ系統、タンクなどのボルトやナット

ねじなどの小物部品は、乳幼児の手の届くところに置かない
誤って、飲み込むおそれがあります。万一飲み込んだと思われるときは、すぐに医師にご
相談ください。

コードを破損しない
断線やショートによる火災や感電、故障の原因となります。
⿟傷つける、無理に引っ張る、折り曲げる、ねじる、加工する、重いものを載せる、熱器
具へ近づける、車の金属部や高温部に接触させるなどしないでください。
⿟車体やねじ、可動部 (シートレールなど ) へ挟み込まないように配線してください。
⿟ドライバーなどの先で押し込まないでください。

分解や改造をしない
交通事故や火災、感電、故障の原因となります。
⿟コードの被覆を切って他の機器の電源をとるのは、絶対におやめください。
⿟アースコードの改造や、他の機器とのアース接続は絶対におやめください。

必ず、付属品や指定の部品を使用する
機器の損傷や確実に固定できず、事故や故障、火災の原因となります。

しっかり確実に取り付ける
走行中の脱落や破損などで、交通事故やけがの原因となります。
取り付ける場所の水気や汚れ（ほこりや油など）は、取り除いてください。
取り付けの状態（接着やねじのゆるみなど）を、ときどき点検してください。

板金やエッジ、樹脂バリおよび可動部に干渉しないように配線する
断線やショートによる火災や感電、故障の原因となります。

本機の通風孔をふさがない
内部に熱がこもり、火災や故障の原因となります。

必ず対応車種をご確認のうえ、運転の
妨げにならないよう設置してください。

1 バッテリーの⊖端子を外す

2 付属のアンテナやマイク、および他の 
機器（別売品）を取り付ける
必ず仮止めをして、取り付ける位置を
確認してください。
⿟他の機器と接続する場合は、接続する
機器の説明書もよくお読みになり、正
しく配線してください。

3 各種コード / ケーブルを配線する
⿟車両側との配線が容易にできる別売の中継
コードなどがあります。詳しくは、お買い
上げの販売店にお問い合わせください。
お願い
⿟必ずアースコードを 

最初に接続してください。

⿟ショート事故防止のため、電源コネク
ターへの接続は、必ず他の配線を済ま
せてから最後に行ってください。

4 ナビゲーションユニットを車両に取り付ける
⿟車種・グレード・年式により、別売の取付	
キットなどが必要となる場合があります。

5 ディスプレイユニットをナビゲーション
ユニットに取り付ける

6 バッテリーの⊖端子をもとに戻す
お願い
⿟バッテリー端子取り付け用ナットは、寸

法が合った工具を使用し、しっかりと締
め付けて固定してください。

7 取り付け・配線を確認する (P.32)

 

アースコード

車体の金属部

⿟取り付ける前に内容物をご確認ください。
⿟取り付けには、一般工具、トルクレンチ、カッ
ターナイフ、布きれなどが必要です。

⿟盗難防止システムなどの保安装置を装備した
車両に取り付ける場合は、車両メーカー・カー
ディーラーに注意事項を確認してから作業を
行ってください。不用意にバッテリーを外すと、
保安装置が誤作動したり、動作しなくなる場合
があります。

⿟ボルト、ナット、ねじの取り付けは寸法が合った
工具を使用し、まっすぐ確実に行ってください。

⿟作業終了後、確実に取り付け・配線がされてい
ること、および車の電装品が正しく動くことを
必ずご確認ください。

取り付け・配線の作業時には、
安全のため必ず手袋を使用してください。

お願い
⿟コネクターは確実に差し込んでください。
⿟各コードに接続するコネクターが合わない場合

は、お買い上げの販売店にご相談ください。
⿟コードを引き回す際は、高熱部や車体の金属部

との接触を避け、コードクランパーや市販のテー
プなどで要所を固定してください。

⿟ヒューズが切れた場合は、お買い上げの販売店、
またはお近くの「サービスご相談窓口」にヒュー
ズの交換を依頼してください。( →取扱説明書 )

⿟使用しないコードやコネクターは、先端をビニー
ルテープなどで絶縁してください。

⿟キャップ付きのコードは、使用しないときは
キャップを外さないでください。

⿟各種アンテナコード（地上デジタル、ラジオ、
GPS）は、電源コードとは別々に配線し、本機
に接触しないようにしてください。また、あまっ
た各種アンテナコードは別々に束ねてください。
一緒に束ねるとアンテナの受信感度が低下した
り、映像・音声にノイズが入る原因となります。
⿟スピーカーは最大入力 50 W 以上のハイパワー

用で、インピーダンスが 4 Ωから 8 Ωのスピー
カーをご使用ください。

⿟故障の原因となりますので、長さの異なるねじ
を使用しないでください。

⿟確実に取り付けるために、トルクレンチで締め
付けてください。（推奨）

⿟電動ドライバーを使用しないでください。過度
の負荷がかかり、破損するおそれがあります。




